
５．単元指導計画（全１３時間） 
 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ね
ら
い 

かける数が１ふえると答えが

６ふえることを用いて、６の

段の乗法九九を構成すること

ができる。 

６の段の九九の唱え方を知

り、正しく唱えることができ

たり、適用したりすることが

できる。 

かける数が１ふえると答えが

７ふえることを用いて、７の

段の乗法九九を構成すること

ができる。 

７の段の九九の唱え方を知

り、正しく唱えることができ

たり、適用したりすることが

できる。 

かける数が１ふえると答えが

８ふえることを用いて、８の

段の乗法九九を構成すること

ができる。 

８の段の九九の唱え方を知

り、正しく唱えることができ

たり、適用したりすることが

できる。 

お
も
な
学
習
活
動 

・ １列ずつ右へずらしたと

きの増え方を見つける  
・ かけられる数が６のとき

のかける数と答えの関係

を見つける。 
・ ６×１から６×９までの

答えを求め、６の段の九九

を構成する。 

・ ６の段の九九の唱え方を

知る。 
・ ６の段の九九を唱える。 
① 唱え方が書いてある式を

見ながら。 
② 唱え方が書いていない式

を見ながら。 
③ 答えのない式を見ながら。 
④ 乗数だけを見ながら。 
⑤ 何も見ないで。 
⑥ 途中からや逆の順番で。 
・ 九九カードを使って練習

する。 
・ 練習問題をする。 

・ つ右へずらしたと

え方を見つける。 
・ れる数が７のとき

る数と答えの関係

ける。 
・ ７×１から７×９までの

答えを求め、７の段の九九

を構成する。 

・ ７の段の九九の唱え方を

知る。 
・ ７の段の九九を唱える。 
（①～⑥のステップ） 
・ 九九カードを使って練習

する。 
・練習問題をする。 

・ １列ずつ右へずらしたと

きの増え方を見つける。 
・ かけられる数が８のとき

のかける数と答えの関係

を見つける。 
・８×１から８×９までの答

えを求め、８の段の九九を

構成する。 

・ ８の段の九九の唱え方を

知る。 
・ ８の段の九九を唱える。 
（①～⑥のステップ） 
・ 九九カードを使って練習

する。 
・練習問題をする。 

関心 
意欲 
態度 

の特徴を見つけようと

九を唱え、

覚えようとする。 の特徴を見つけようと

九を唱え、

覚えようとする。 の特徴を見つけようと

九を唱え、

覚えようとする。 
進んで６の段の九九を構成

し、そ

する。 

進んで６の段の九 進んで７の段の九九を構成

し、そ

す

進んで７の段の九 進んで８の段の九九を構成

し、そ

する。 

進んで８の段の九

乗数と被乗数の関係につい

て、１増え

と考える。 

乗法の性質を使って６の段の

九九

る。 

乗 数の関係につい

て

と  

乗法の性質を使って７の段の

九九

る。 

乗数と被乗数の関係につい

て、１増え

と考える。 

乗法の性質を使って８の段の

九九

る。 

表現 
処理 

九を構成すること

ができる。 、問題を解くこと

九を構成すること

が  、問題を解くこと

九を構成すること

ができる。 、問題を解くこと

６の段の九 ６の段の九九を正しく唱える

ことができ

ができる。 

７ ７の段の九九を正しく唱える

ことができ

ができる。 

８の段の九 ８の段の九九を正しく唱える

ことができ

ができる。 

考え方 ると積は６増える を構成すればよいと考え ると積は７増える を構成すればよいと考え ると積は８増える を構成すればよいと考え

８のだんの九九をおぼえ

よう。 

８のだんの九九は、かけ

る数が１ふえると答えは

８ふえる。 

今までならったことをつかって、

８のだんの九九をつくろう。 

８のだんの九九をつくり

ましょう。 
７のだんの九九をおぼえ

よう。 

７のだんの九九は、かけ

る数が１ふえると答えは

７ふえる。 

今までならったことをつかって、

７ 九九をつくろう。 

７のだんの九九をつくり

ましょう。 
６のだんの九九をおぼえ

よう。 

今までならったことをつかって

６のだんの九九をつくろう。 

６のだんの九九は、かけ

る数が１ふえると答えは

６ふえる。 

６のだんの九 をつくり

ましょう。 
る。 
数と被乗

、１増え

考える。

できる。

の段の九
。

、

１列ず

きの増

かけら

のかけ

を見つ

のだんの
九



知識 
理解 

６の段の九九 構成する仕方

 
６の段の九九 唱え方がわか

 
７の段の九九 構成する仕方

 
７の段の 方がわか

 
８の段の九 成する仕方

 
８の段の九 え方がわか

 
を

がわかる。

の

る。

を

がわかる。

九九の唱え

る。

九を構

がわかる。

九の唱

る。

 ８  １２  
乗法の性 ９の段の九九の唱え

る。

かけ算九九を適用

お
も
な
学
習
活
動 

・ したと

 
・

える。 
・９×１から９×９までの答

を

・ し

きまりを見つける。 

１×７＝７ 

１列ずつ右へずら

きの増え方を見つける。

 既習の九九を用いて、見方

を変えて考

 

・ 解決のしかたを話し合う。 

・ 練習問題をする。

３３まとめように取

 
 

 
 

・ 校内を

 する

・ 掲示物

電灯 

 
意欲

 

進んで９の段の九九を

し、その特徴を見つけ

する  

進んで９の段の九九の唱え方

を覚え、きまりを

 

１の段の九九を進んで構成

し、唱え方を覚えようと

進んで練習問題に取り組もう

とする。 
進んで九九を唱えようとして

いる。 
進んでかけ算が使えそうなも

のを見つけようとする。 

考え方 九九を用い

る。

るこ

とがわかる。

アレイ図をもとに、乗

質や既習の

 

９の段の答えの特徴を見つけ

ることができる。 
乗数と被乗数の関係について

考えることができる。 
かける数が１ふえると、答え

はかけられる数だけふえ

 

今まで身につけた考え方をも

とにする。 
１つ分の大きさ×いくつ分＝

全体の大きさと考える。 

表現 
 処理

９の段の九九を構成す

ができる。 
９の段の九九を正しく唱える

ことができ、問題を解くこと

ができる。 
えることができる。 しく解くことができる。 しく解くことができる。 しく解くことができる。

１の段の九九を構成し、正し

く唱  
乗法九九を用いて、問題を正

 
乗法九九を用いて、問題を正

 
乗法九九を用いて、問題を正

 

て、９のだんの九九のつ

くりかたを考えよう。 

う。

 

け

 

九九を早く言えるように

しよう。 

る数が１ふえると、答え

は９ふえる。

９のだんの九九のひみつ

見つけよう。 を

かけざん九九がつかえる

のをさ

かって、９のだんの九九

つくろう。 

 十の位は１→８ 

 ７ ９ １０・１１ １３

ね
ら
い 

質に着目したり、既習の学

習内容を手がかりにしたりしなが

方を身に

つけ、積の一の位と十の位の

つ

１の段の九九を構成し、唱え

方を知り、それを用いること

練習問題で学習の習熟を図

 
九九カードを使い、大きさ比

べやカード取りをすること

する場面を身の

まわりから探し、問題づくりをする

こ め

る

ら、９の段の九九を構成することが

できる。 

数字の並び方のきまりを見

けることができる。 

９のだんの九九

ができる。 で、学習の習熟を図る。 とで、かけ算の意味の理解を深

ことができる。 

えを求め、９の段の九九

構成する。 

 十の位、一の位に着目

て、

積の数字をたすと９に

なる 
②組み合わせで、

  こたえ７こ 
・ １の段の九九を構成する。 

・ を

。 

 
 

・ 教科書P３２れんしゅうP
り組

む。

・ 答え合わせをする。

・ 計算ドリルに取り組む。 
 

・ 大きさ比べをペアで行う。 
・ カード取りをグループで

行う。 
 

歩き、かけ算探しを

。

・ くつばこ 
 

・ 

 
・ 問題を作り、互いに解きあ

う。 
 １の段の九九の唱え方

知り、練習する

関心

 
態度 。

見つけよう

とする。

する。 

①

積の数

字が入れかわっている 
③一の位は９→１ ９のだんの九九は、かけ

 

１の段の答えはか る数

と同じになる。

１のだんの九九をおぼえ

よう。

９のだんの九九をつくり

ましょう。 

２～８のだんをつかっ

１人にケーキを１こずつ

くばります。７人ぶんで

はなんこでしょ  

九九カードをつかって、

ゲームをしましょう。 
の答えで、一

のくらいの数字と十のくらい

の数字はどのようにならんで

いるでしょう。 

も がしましょう。 

今までならったことをつ

を

構成

ようと

て考え

法の性

ること



知識 
理解 

９の段の九九を構成する仕方

が一通りでないことがわか

る。 

９の段の九九の唱え方がわか

る。 
１の段の九九の唱え方がわか

る。 
かけ算の式の意味がわかる。 乗法九九の唱え方がわかる。 かけ算の式の意味がわかる。 

 


